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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年4月12日(2018.4.12)

【公表番号】特表2017-505354(P2017-505354A)
【公表日】平成29年2月16日(2017.2.16)
【年通号数】公開・登録公報2017-007
【出願番号】特願2016-536197(P2016-536197)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  55/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/01     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 290/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 133/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 157/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   55/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/01     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  290/04     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  133/00     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  157/00     　　　　
   Ｃ０９Ｊ   11/06     　　　　
   Ｃ０９Ｊ   11/08     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年3月5日(2018.3.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　更に本発明は、前記多相ポリマー組成物を製造するための方法であって、次のステップ
、
－重合可能なエチレン－ブチレンマクロマー、エチレン－プロピレンマクロマー、エチレ
ン－ブチレン－プロピレンマクロマー及びイソブチレンマクロマーからなる群から選択さ
れる少なくとも一種のマクロマーの存在下にコモノマー混合物を重合して、アクリレート
主鎖と炭化水素側鎖とを持つ櫛形コポリマー（Ａ）を形成するステップ；ここで前記コモ
ノマー混合物は、
・コモノマー混合物と少なくとも一種のマクロマーとの総重量をベースにして２～７重量
％の少なくとも一種のコモノマーであって、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、無
水イタコン酸、マレイン酸、無水マレイン酸、及びＤＳＣ法（測定法Ａ２）に従い測定し
てホモポリマーの静的ガラス転移温度（Ｔｇ）が４０℃超、特に８０℃超の他のモノマー
からなる群から選択される少なくとも一種のコモノマー；及び
・コモノマー混合物と少なくとも一種のマクロマーとの総重量をベースにして４３～９７
重量％の少なくとも二つの（メタ）アクリレートコモノマーであって、ＤＳＣ法（測定法
Ａ２）に従い測定してホモポリマーの静的ガラス転移温度（Ｔｇ）が４０℃以下、特に２
５℃以下のモノマーからなる群から選択される少なくとも二つの（メタ）アクリレートコ
モノマー、好ましくはエステル基中にＣ１～Ｃ１８アルキル基を持つ（メタ）アクリレー
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トコモノマー、好ましくはアクリル酸ブチル、アクリル酸アミル、アクリル酸２－エチル
ヘキシル、アクリル酸イソオクチル及びアクリル酸デシルから選択される少なくとも二つ
の（メタ）アクリレートコモノマー、
を含み；
－３０～６４重量部のこうして得られた櫛形コポリマー（Ａ）を、ポリマー組成物１００
重量部をベースにして３６～７０重量部の少なくとも二つの炭化水素化合物（Ｂ－１）及
び（Ｂ－２）であって、櫛形コポリマー（Ａ）の炭化水素側鎖と相溶性の少なくとも二つ
の炭化水素化合物（Ｂ－１）及び（Ｂ－２）と混合するステップ、ここで（Ｂ－１）は少
なくとも７０℃の軟化点を有する炭化水素樹脂であり、そして（Ｂ－２）は最大で２０℃
の軟化点を有する炭化水素樹脂である；
－場合によっては更に別の添加剤と混合するステップ；
－並びに任意選択的に、反応性官能基を架橋するステップ；
を含む前記方法に関する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　好ましい実施形態の一つでは、本明細書に開示されるポリマー組成物は、櫛型コポリマ
ー（Ａ）が、コモノマー混合物と少なくとも一種のマクロマーとの総重量をベースにして
５０～９９重量％のコモノマー混合物並びに１～５０重量％のマクロマー、好ましくは７
５～９５重量％のコモノマー混合物並びに５～２５重量％のマクロマー、特に好ましくは
８５～９０重量％のコモノマー混合物並びに１０～１５重量％のマクロマーを含む混合物
を重合することによって得ることができることを特徴とする。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　該櫛型コポリマーのアクリレート骨格及び炭化水素側鎖は、溶剤（存在する場合）の除
去の後に、相分離した、好ましくはミクロ相分離した構造の形で存在し、この際、炭化水
素相Ｋｗ１（これは、櫛型コポリマー（Ａ）の炭化水素側鎖と、この炭化水素相中に可溶
性の炭化水素化合物（Ｂ－１）及び（Ｂ－２）から形成される）が、ポリマー組成物の連
続アクリレート相中に不連続に存在する。これに関連して連続的とは、アクリレート相が
、不連続炭化水素相の個々の断片（ドメインとも言う）をマトリックスのように包んでい
ることを意味する。ミクロ相分離した構造の存在は、ポリマー組成物の透明な外観の形態
に現れる。このようなポリマー組成物では、炭化水素相のドメインは、可視光の波長（３
９０～７８０ｎｍ）より小さい大きさを有する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
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【表１】

【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
ＩＩ　多相ポリマー組成物ＰＳＡ１～ＰＳＡ１０並びに比較例Ｖ１１～Ｖ１２の製造
　多相ポリマー組成物ＰＳＡ１～ＰＳＡ１０並びにＶ１１～Ｖ１２を、櫛型コポリマーＰ
１～Ｐ６から製造した。ポリマーＶＰ７は、ポリマー組成物Ｖ１３の製造のために使用し
た。このためには、上記で得られた櫛型コポリマーＰＳＡ１～ＰＳＡ１０もしくはＶＰ７
を、それぞれ３０％の固形物含有率にスピリットで希釈した。次いで、表３に記載の架橋
剤（０．３重量％のアルミニウムアセチルアセトネート（アルミニウムキレート）（Ａ）
または０．０７５重量％のＥｒｉｓｙｓ　ＧＡ２４０（Ｂ）のいずれか）、及び表３に記
載の一種もしくは複数種の樹脂を溶液に加えた。次いで、３６μｍ厚のＰＥＴフィルム（
Ｋｅｍａｆｏｉｌ　ＨＰＨ　１００、Ｃｏｖｅｍａ社）上にコーティングし、次いで乾燥
した（コーティング速度　２．５ｍ／分、乾燥路　１５ｍ、温度　ゾーン１：４０℃、ゾ
ーン２：７０℃、ゾーン３：９５℃、ゾーン４：１０５℃）。接着剤塗布量はそれぞれ５
０ｇ／ｍ２であった。
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